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船越六校 (京拡大 ･霊長研 ･社会生態)
夏期の人工針煎樹の樹皮食が近年報告されてい
る中部山岳地帯安母野地方で､行動域､土地利用及
び食性について 1997年2月からテレメトリー 法と
直接税宗法と充分析法を用いて調査を継続している｡
今年度は､食べる昭和 (5月､7月)と食べない
時期 (10月)のカラマツ樹皮の剥け易さと.カラマ
ツ形成層の托放血瓜あたりのカロリー を新たに調べ
た｡披啓の出ている41年生カラマツ人工林林分で､
各月2本ずつ伐採した木を材料として用いた｡採食
時期である5月と7月では､それぞれ､2.1(0.7･4.5)
kg･7月は2.2(1.7･3)kgの力で連続して剥くこと
が出来た｡採企時川でない 10月では樹皮がすぐ切
れて.連続して剥くことはIlt来なかった.採食時期
の5月と7月を合わせた托蛇血皿あたりのカロリー
は4.39±0.07(n=4)Kcalであり,食べない10月
の値4.27(n=2)KcalとのrtJlt二男が見られなかった｡
また.採食品目である柴･茎､望見 しょう果､根
茎の乾燥重量あたりのカロリー は､それぞれ4.31士
0.16(n=4)Kcal､4.は土0.00(n=2)Kcal､4.18
±0.06(n=2)Kcal.4.09Kcalであり､採食時期の
カラマツ形成層のカロリー 方がこれらの品目より高
い傾向にあった.よって､カラマツ形成層はカロリ
ーが市いために採虫品目に加えられ､樹皮が剥けや
すい採食効率のよい時期であった夏期が採食時期に
なったと考えられた｡
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